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に， 本学第一看護科 3年生53名を対象に理解度調査と意識調査を行い，あわせて， 日米の医学略語辞典の出典
状況を調査した。学生を対象とした調査の結果，実習前に略語についての十分な指導がないため，実習現場で‘
多少困惑している様子が伺われた。また， 出典状況調査では，略語の掲載についての一貫した傾向が見られな
かった。略語使用についての問題には， 書き 手としての医療現場の側のものと ，読み手としての学生側のもの
とがある。本報では，教育現場としての立場から ，実習前教育として，①)体系的な知識を与える，＠）標準化 し






















































正答率 70.0%以上のものの中には， X-P, ca, 




他 に， conf.(conference), reg. (regular), sl. 
(slightly), nl. (normal), dis. (disease)，な
どの基本用語も見られた。そして，特殊なもの
として，語尾を xで省略している例が数例あ っ
た。それらは， Dx, Tx, Fxなどである 。 2語
の頭文字をスラッシ ュでつないで一つの略語と
して独立させている例として， p/o, R/0があ


















正答 率（％） ＇ 略 語語数
以上 未滴
90.0 - 12 n.p. ope X-P ca ECG DM HT Wt ENT Pt ICU meta 
80.0 - 90.0 12 BP DIV abd. T hosp ,v,IV Tb, TB,m CVP EKG GE Ns 
70.0 - 80.0 6 CT temp Hp P p o. HR 
60.0 - 70.0 3 op R US 
50.0 -60.0 2 Uro. PSP 
40.0 - 50.0 6 rt,RT lt,LT Ht EEG GOM RA 
30.0 - 40.0 6 l,L Tp GI系 CVD SAH WaR 
20 0 - 30.0 6 r, R Prof. round Tbc exam CRP PVC 
10.0 - 20.0 8 Rx PR BT susp. BW CTR Scinti. UGI 
conJ. Dx d1ag. palp. WNL m 面 Rp p.o.,p/o DTR sl. cons. 
EOM LR e ex conf. LN PH reg DIP VOD TMO FH 
゜
- 10.0 60 Labo LMP OD Ut. VOS 61I. RR Tx Resp. OS PIPC MCG 
n,N SCV UCG CC KUB MCV ext. UCG fds MCL CEA Fx 
I CG R/0 BM dis. L OB BE I DA MSL nl. PE ROM 
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表1-2.理解度調査の別答例
略語 正 答 別 合^午
人 ％ 人 ％ 
RR respiratory rate 3 5 7 リカノゞ リ ールーム (recoveryroom) 35 66.0 
b l l. bilateral 
゜゜
ビリルビン (b山 rubm) 34 64.2 
ex exam1nat1on 
゜゚
教育計画 (educat1onalplan) 33 62 3 
BE barium enema 
゜゜
ベースエクセス (baseexcess) 26 49 1 
Ht he 1ght 22 41.5 ヘマトクリット値 (hematocrit) 22 41.5 
cons. consciousness 
゜゚
紹介 (consultat1on) 16 30 2 
PH part history 
゜゚
ペーハー (pH) 14 26.4 
R,r right 14 26.4 呼吸 (resp1rat1on) ， 17.0 
RT r lght 22 41.5 放射線技術 (radiolog1caltechnology) ， 17 0 





op BP l,L lt,LT abd. Dx ca ECG DM T temp p.o Ht 
000 0000 42 
,v,IV Tb,TB Tbc DTR GI EEG P EOM PH BW,m CVP 
FH LMP OD ICU RR OS CRP EKG SAH Fx R/0 L 
PVC MSL RA ROM 
000 000 6 palp. WNL Wt n,N CC PSP 




000 2 X-P Rp 
00 0000 11 r,R d1ag. PR LN VOS R p.o. UGI BE PE US 
00 000 10 ope CT Rx hosp sl. exam reg. KUB CEA IDA 
00 00 6 m BT Pt LR conf. BM 
00 
゜
2 CVP DIP 
00 6 n. p. Prof. round PIPC SCV MCV UCG 
゜
0000 2 HT Resp. 
゜
000 3 rt,RT VOD MCL 
゜
00 2 ext nl. 
゜゜
3 conJ. Tx OB 
゜
5 Labo UCG GE Uro. meta 
0000 1 b l l.
19 
DIV 示 Tp p.o.,p/o ENT Hp cons susp. e ex TMO Ut. 
Scrnt1. MCG fds GOM ICG Ns US 
0印の数は，出典冊数を示す。
語 (43.8%) で，逆に米国出版のもの 4冊全て
に掲載されていたもの56語 (46.3%）であ った。
そして， 7冊全てに載っていなか ったものは19
語 (15.7%) という結果であ った。
に掲載されており ，米国の辞典には全く掲載さ
れていなかったX-P, RP, n. p., PIPC, MCV 
などがある。X-P (X-ray Photograph) につい
ては，米国の辞典には X-R (X-ray) という略







また，bi!. (bilateral), HT (hypertension), 
Resp. (respiration)などは日本の辞典で掲載








れるものがある (ENT, p.o., Ut, MCG, e, 
TMO, 示など）。その他，基本用語であるため，
医学賂語辞典に掲載されていない用語も散見さ





















































・ 統一 したものがない—●●ー・・・・・・・・・ -- •- ----- 1 名
・ 充分に信頼できる略語躾がない・・— ●● --5 名
• 同じ略語で複数の意味を持つ
ものがある…— • • -•---------· ···- ------------ 4 名
・ロで言われるときは賂語はわ
かりにくし＼・・ ・ —• • -••- -- -·· -•••--•••… •------4 名
② 杏き手側の問題
・ 病棟により独自の略語がある•……•••3 名
・ 自己流賂語がある— - ------ •••-••-•---------3 名
・ 字が汚くて読めない—--------•…… •----- 4 名
• みんなが知 っ ているものとし
て略語を使いすぎる—-------------- - •… -- 2 名
③ 読み手側の問題
・意味がわからないままほおっ
ておくことがある—---------… ----------- - 1 名
・後で調べることを忘れてしま
うことがある—---- ------------ -… ---------- 1 名
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・ 意味を取り違える場合がある—------- - 1 名 d. 標準化に対して意識していない。（自己
・意味がわからない ・覚えにく


















































































































（例： abd.,op., temp., palp., diag.) 









音される 。（例 ：AIDS, SOAPなど）
この他 に特殊なものとして次のような例があ
る。
・ 語尾を x で略しているもの—— ·--· Dx (d1ag­
nosis), Tx (therapy), Fx (fracture) 
・スラソシュの使用......R/0 (rule out), 



































nose and throat （耳鼻咽喉科）と定義されてい
るのに対して，附属病院ではドイツ語の entI assen 
（退院する）の略語として使用されてい る。そ
の他，ドイツ語の略語としては EKGがあり，ラ
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